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国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

　

7
月
15
日
、
飯
山
市
小
菅
区

で
柱
松
柴
燈
（
は
し
ら
ま
つ
さ
い

と
う
）
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
三
年
に
一
度
行
わ

れ
、
地
域
で
は
「
小
菅
の
松
子
」

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
平
成
23
年

に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
山
村
に

伝
わ
る
行
事
で
す
が
、
古
く
か
ら

守
り
伝
え
て
き
た
日
本
の
伝
統
文

化
の
一
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
文
化
遺
産
で
す
。
当
日
は
こ
の

お
祭
り
を
見
よ
う
と
１
０
０
０
人

程
の
お
客
様
が
集
ま
り
ま
し
た
。

柱
松
柴
燈
の
流
れ

◇
行
列
と
儀
式

　

祭
り
に
は
関
沢
区
、
笹
沢
区
、

針
田
区
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま

す
。
午
前
の
例
祭
行
列
に
続
き
、

午
後
に
里
社
神
輿
殿
を
出
発
し

た
神
輿
行
列
は
66
段
の
石
段
を
降

り
て
（
写
真
①
）
祭
式
場
東
の
お

旅
所
に
神
輿
を
安
置
し
ま
す
。
代

官
役
の
区
長
が
到
着
す
る
と
神
事

が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
護
摩
堂
か
ら
柱
松

行
列
が
出
発
し
ま
す
。（
写
真
②
）

こ
の
行
列
に
は
祭
り
の
主
役
で
あ

る
7
歳
前
後
の
松
神
子
と
松
神

子
を
補
助
す
る
若
衆
も
参
加
し

ま
す
。
講
堂
前
で
若
衆
が
松
榊
と

尾
花
を
柱
松
に
設
置
し
、
松
神
子

　

例
年
、
祭
事
の
一
週
間
前
に
、

笹
沢
区
、
針
田
区
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
、
祭
り
の
準
備
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
7
月
7
日
、
あ
い
に

く
の
天
候
の
中
で
の
準
備
と
な
り

ま
し
た
。

　

朝
か
ら
奥
社
参
道
の
清
掃
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
に
柱
松
の
材
料

と
な
る
粗
朶
が
各
組
ご
と
に
集
め

ら
れ
ま
す
。
午
後
に
な
り
大
灯
篭

と
大
幟
が
立
て
ら
れ
た
後
、
午
前

中
に
集
め
ら
れ
た
粗
朶
の
中
心
に

芯
棒
を
入
れ
、
山
ブ
ド
ウ
の
蔓
で

柱
松
を
縛
り
、
上
と
下
の
2
つ
の

柱
松
が
建
立
さ
れ
ま
す
。

　

柱
松
の
大
き
さ
は
高
さ
が
約

4
ⅿ
、
直
径
約
１
２
０
㌢
で
、
下

は
お
旅
所
前
で
身
体
安
全
の
祈

願
を
受
け
ま
す
。

◇
柱
松
柴
燈
神
事
の
開
始

　

講
堂
前
で
仲
取
（
ヤ
マ
ン
バ
）

を
中
央
に
松
神
子
が
両
脇
に
立

ち
ま
す
。（
写
真
③
）
そ
れ
ま
で

祭
式
場
の
隅
に
い
た
松
太
鼓
が

ゆ
っ
く
り
と
松
石
に
向
か
い
ま

す
。（
写
真
④
）
松
太
鼓
が
松
石

の
上
で
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
合
図

で
神
事
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
松
太
鼓
は
バ
チ
が
な

か
な
か
太
鼓
に
当
た
ら
な
い
演
技

を
行
い
ま
す
。
こ
の
演
技
が
柱
松

で
最
も
芸
能
的
な
箇
所
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
太
鼓
を
打
ち
そ
こ
な

い
松
神
子
や
、
若
衆
を
じ
ら
す
姿

に
観
客
か
ら
笑
い
が
出
た
り
、
声

援
が
贈
ら
れ
ま
す
。

◇
火
つ
け
合
戦

　

講
堂
前
の
祭
式
場
に
建
て
ら

れ
た
上
（
か
み
）
と
下
（
し
も
）

の
柱
松
に
ど
ち
ら
に
早
く
火
が
つ

く
か
を
競
い
、
上
が
勝
つ
と
天
下

太
平
、
下
が
勝
つ
と
五
穀
豊
穣
と

い
う
年
占
い
を
行
い
ま
す
。

　

松
神
子
が
身
に
つ
け
て
い
る
燧

鉄
（
ひ
う
ち
が
ね
）
を
使
い
、
若

衆
が
火
を
つ
け
ま
す
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
難
し
く
、
こ
の
日
も
15

分
ほ
ど
か
か
っ
て
よ
う
や
く
点
火

し
ま
し
た
。（
写
真
⑤
）
点
火
後
、

松
神
子
は
柱
松
か
ら
降
ろ
さ
れ
、

下
で
待
ち
受
け
た
若
衆
に
背
負

わ
れ
な
が
ら
、
十
三
堂
の
休
石
に

向
か
い
ま
す
。
こ
こ
に
早
く
到
着

し
た
ほ
う
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

（
写
真
⑥
）
今
年
は
下
の
松
神
子

が
先
に
到
着
し
た
の
で
五
穀
豊
穣

の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

尾
花
に
火
が
つ
き
、
松
神
子
、

若
衆
が
降
り
た
柱
松
が
倒
さ
れ
る

と
、
観
客
が
押
し
寄
せ
、
燃
え
残

り
の
尾
花
、
松
榊
な
ど
の
奪
い
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

は
虫
除
け
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
争
奪
戦
も
ま

た
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

②

の
柱
松
が
や
や
小
さ
く
作
ら
れ
ま

す
。
柱
松
を
縛
る
山
ブ
ド
ウ
の
蔓

は
、
そ
の
ま
ま
使
う
と
木
質
に
よ

り
折
れ
て
し
ま
う
た
め
、
繊
維
を

た
た
い
て
つ
ぶ
し
、
折
れ
な
い
よ

う
に
し
て
か
ら
使
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
準
備
を
一
日
で
行
う

た
め
た
い
へ
ん
な
作
業
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
と
周
辺
住
民
に
よ
る

協
力
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
り

培
わ
れ
た
知
恵
と
技
術
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
準
備
が
済
む
と
講
堂

で
簡
単
な
酒
と
肴
が
用
意
さ
れ
、

区
長
か
ら
一
週
間
後
に
控
え
た
大

祭
の
役
割
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

準
備
に
も
代
々
受
け
継
が
れ
た
技
術
が

後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
6
月
26
日
に
行
わ
れ
た
同
祭

の
保
存
会
総
会
で
は
平
成
24
年

度
事
業
報
告
と
決
算
、
平
成
25

年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
会
は
こ

の
祭
り
を
保
存
、
開
催
し
、
後
世

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
事
業

に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
文
化
財
団
か
ら

の
助
成
金
を
受
け
て
お
り
、
こ
の

日
、
助
成
事
業
通
知
書
の
贈
呈
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
、
過
疎
化
が
急
速
に

進
む
山
村
で
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
文
化
を
後
世
に
残
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
方
々
が

努
力
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小
菅
柱
松
柴
燈
神
事

①

④ ③

⑤⑥
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竹 内   択さん（飯山）
　2013FIS ノルディック世界選手権大会ジャンプ
　混合団体優勝、同年ワールドカップ第 25 戦 2 位

竹田光一 さん（太田）
　第 12 回全国障害者スポーツ大会フライング　
　ディスク競技優勝

　

市
政
施
行
記
念
日
の
８
月
１

日
、
平
成
25
年
度
飯
山
市
表
彰

式
が
、
市
役
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
表
彰
を
受
け
れ
ら
た

の
は
8
名
（
団
体
）
の
皆
さ
ん
。

地
方
自
治
な
ど
各
方
面
で
功
績

を
残
さ
れ
た
方
に
贈
る
功
労
表
彰

が
6
名
、
ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
芸

術
の
分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た
方

に
贈
る
栄
誉
賞
が
２
名
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
被
表
彰
者
へ
の

敬
意
と
感
謝
を
こ
め
足
立
市
長
が

「
現
在
飯
山
市
は
、
間
近
に
迫
っ

た
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て
、
総

合
的
に
事
業
を
推
進
し
、
ま
た
周

辺
市
町
村
と
手
を
携
え
て
、
信
越

自
然
郷
の
名
の
も
と
に
魅
力
あ
る

地
域
の
創
造
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
訪
れ
る
人
は
魅
了
さ
れ
、

市
民
は
誇
り
に
思
い
、
安
心
し
て

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市政の発展に顕著な功績のあった皆さんを表彰

を
全
力
で
進
め
て
い
ま
す
。
本
日

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
皆
様
も

飯
山
市
発
展
の
た
め
、
一
層
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
市
村

明
彦
さ
ん
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し

栄 誉 賞

市 村明彦 さん（飯山）
　15 年にわたり人権擁護委員として尽力され、　
　飯山市人権擁護委員協議会会長の要職も務める
　など人権擁護行政の発展に寄与された。

飯山くらしの会
　31 年にわたり、市民の安心安全な消費生活の
　ために活動されている。

愛宕寺町つくろう会
　20 年にわたり、歴史、文化、自然の調和がと
　れた住みよいまちづくりを進められ、「いいや
　ま花フェスタ」などでも尽力されている。

菜の花さかせるかい
　21 年にわたる活動で「いいやま菜の花まつり」
　が長野県の一大イベントになるなど観光振興、
　地域の活性化に尽力されている。

清 水光代 さん（飯山）
　39 年にわたり交通安全運動を推進され飯水岳
　北交通安全協会長および現在も同会顧問を務め
　るなど、地域の交通安全に貢献されている。

江 尻浩和 さん（岡山）
　30 年にわたり消防団活動に従事され、その間
　団員育成などにも尽力された。平成 11 年には
　1 週間にわたり行方不明者の捜索に出動するな
　ど消防活動に貢献された。

功 労 表 彰

市内で行われる夏・秋のお祭り
　小菅では 3 年に1 度の柱松行事が行われましたが、市内では 8 月下旬から9 月下旬にかけて、各地区でお祭りが行わ
れます。地域に伝わる伝統文化から、しめやかに執り行われる神事、地区住民が一堂に会する交流会など。地域ごとに
異なるお祭りの雰囲気を味わってみてはいかがでしょうか。（日程は変更になることがあります。）

4

飯山地区
上倉 上倉諏訪社 9/21 ㈯・22 ㈰
奈良沢（大天狗） 奈良沢神社 9/21 ㈯・22 ㈰
有尾 飯笠山神社 9/22 ㈰・23 ㈪
秋津地区
上組・中山根・伍位野 信国豊濃神社 9/14 ㈯・15 ㈰
深沢 信国豊濃神社 9/15 ㈰・16 ㈪
茂右ェ門新田 庚申 9/14 ㈯・15 ㈰
飯駒 飯駒神社 9/15 ㈰・16 ㈪
北畑・大久保・中町・中町北部 静間神社 9/14 ㈯・15 ㈰
木島地区
山岸 飯綱社 9/7 ㈯・8 ㈰
其綿 諏訪社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
吉 吉村神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
安田 木島神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
上新田 上新田伊勢社 9/7 ㈯・8 ㈰
野坂田 野坂山神社 9/7 ㈯・8 ㈰
坂井 伊勢社 9/14 ㈯・15 ㈰
下木島 島出神社 9/7 ㈯・8 ㈰
天神堂 天満社 9/21 ㈯・22 ㈰
瑞穂地区
戸那子・中組・富田 犬飼神社 9/21 ㈯・22 ㈰
福島 福島神社 9/14 ㈯・15 ㈰
神戸 神戸神社 9/21 ㈯・22 ㈰
関沢 関澤神社 9/15 ㈰・16 ㈪
針田 八幡神社 9/15 ㈰・16 ㈪
笹沢（神事のみ） 笹沢神社 9/7 ㈯・8 ㈰
柏尾 椚原神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
北原 北原神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
柳原地区
藤ノ木 藤ノ木神社 9/14 ㈯・15 ㈰
山口 山口神社 9/14 ㈯・15 ㈰
四ツ屋 区公民館 9/14 ㈯・15 ㈰
南条 素盞鳴社 9/14 ㈯・15 ㈰
笹川 笹川観音 9/14 ㈯・15 ㈰
上新田 区公民館 9/14 ㈯・15 ㈰

市政の発展に顕著な功績のあった皆さんを表彰

飯山市表彰式

た
が
、
こ
の
度
、
そ
の
実
績
が
認

め
ら
れ
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
海
外
遠
征
中
で
式
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
、
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
選
手
の
竹
内
択
さ
ん
か

ら
は
、「
来
年
2
月
の
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

飯
山
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
ま
た
世
界
に
飯
山
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば

り
ま
す
。
飯
山
に
生
ま
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。　

表彰状を授与される市村明彦さん

小佐原 諏訪社 9/14 ㈯・15 ㈰
涌井（神事のみ） 区公会堂 9/17 ㈫・18 ㈬
富倉地区
中谷（神事のみ） 富倉神社 9/14 ㈯・15 ㈰
滝ノ脇（神事のみ） 富滝神社 9/21 ㈯・9/22 ㈰
倉本（神事のみ） 倉本神社 9/7 ㈯・8 ㈰
外様地区
法寺 諏訪神社 9/14 ㈯・15 ㈰
中条 布施田神社 9/15 ㈰・16 ㈪
中曽根 那河蘇祢神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
尾崎 三桜神社 8/31 ㈯・9/1 ㈰
顔戸 加保戸神社 9/15 ㈰・16 ㈪
常盤地区
大池 神明大神宮 9/7 ㈯・8 ㈰
上水沢 上水沢神社 9/7 ㈯・8 ㈰
下水沢 下水沢神社 9/7 ㈯・8 ㈰
大塚 大塚神社 9/7 ㈯・8 ㈰
小泉 小泉神社 9/7 ㈯・8 ㈰
戸狩 長峰神社 9/14 ㈯・15 ㈰
戸狩新田 照里神社 9/7 ㈯・8 ㈰
上野 上野神社 9/7 ㈯・8 ㈰
大倉崎 常盤神社 9/7 ㈯・8 ㈰
柳新田 柳新田神社 9/7 ㈯・8 ㈰
戸隠 戸隠神社 9/7 ㈯・8 ㈰
小沼 小沼神社 9/7 ㈯・8 ㈰
太田地区
小境 小境神社 9/14 ㈯・15 ㈰
柳沢・五束・堀ノ内 健御名方富命彦神別神社 9/22 ㈰・23 ㈪
北条 北条観音堂 9/6 ㈯・7 ㈰
五荷 高原院末庵墨坂薬師堂 9/14 ㈯・15 ㈰
瀬木・蕨野・曽根・三郷 山田神社 9/14 ㈯・15 ㈰
今井 常磐神社 9/14 ㈯・15 ㈰
大深（大獅子） 8/24 ㈯・25 ㈰
岡山地区
羽広山 三社神社 8/24 ㈯・25 ㈰
桑名川 名立神社 8/31 ㈯
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手 

市
長
表
敬
訪
問

　

大
分
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、

長
崎
県
の
九
州
北
部
で
7
月
28

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
、
平
成
25

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
に
出
場
す
る
飯
山
北
高
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
部
長
、
畔
上

純
也
選
手
と
主
将
の
丸
山
秀
宗

選
手
、
そ
し
て
飯
山
市
か
ら
長
野

吉
田
高
校
に
通
い
、
陸
上
女
子

１
０
０
ⅿ
と
４
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
、

１
６
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
に
出
場
す
る

鈴
木
千
穂
選
手
と
、８
０
０
ⅿ
と
、

１
６
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
に
出
場
す
る

村
上
り
さ
子
選
手
が
大
会
前
の
7

月
22
日
、
足
立
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

飯
山
北
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
顧

問
の
白
鳥
先
生
は
「
学
校
が
改
修

中
の
た
め
城
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
県
代
表
と
し
て
全
国

に
恥
じ
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
き
ま

す
。」
と
こ
れ
ま
で
の
練
習
な
ど

を
振
り
返
り
な
が
ら
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

鈴
木
千
穂
さ
ん
は
「
北
信
越
大

会
の
４
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
で
更
新
し

た
県
高
校
記
録
を
更
に
更
新
し
た

い
。
個
人
種
目
で
は
一
本
で
も
多

く
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
走
る
こ
と
を

目
標
に
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
の
熱
い
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

村
上
り
さ
子
さ
ん
は
「
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
舞
台
に
立
て
る
喜
び

を
噛
み
締
め
な
が
ら
走
り
た
い
。」

と
仲
間
や
周
り
で
支
え
て
く
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め

て
、
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
「
全
国
の
舞
台

で
今
ま
で
の
全
て
の
力
を
発
揮
し

て
、
他
の
県
の
人
に
気
後
れ
せ
ず

が
ん
ば
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
活
躍
が
地
元
の
子
ど
も
達

の
目
標
と
な
り
、
市
で
取
り
組
ん

で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
良
い

影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。」
と

エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

飯山北高ソフトボール部、畔上選手（左）と丸山選手（右）長野吉田高陸上部、鈴木選手（左）と村上選手（右）

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

北
陸
新
幹
線
北
信
広
域

　
　
　

建
設
推
進
協
議
会
総
会
開
催

　

7
月
25
日
、
斑
尾
高
原
ホ
テ
ル

で
北
陸
新
幹
線
北
信
広
域
建
設

推
進
協
議
会
の
平
成
25
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
昭
和
57
年
に
設

立
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促

進
と
、
飯
山
駅
設
置
に
伴
う
駅
周

辺
整
備
お
よ
び
広
域
圏
全
域
の
振

興
を
図
る
た
め
施
策
の
策
定
に
つ

い
て
協
議
す
る
組
織
で
あ
り
、
近

隣
市
町
村
、
議
会
、
地
方
事
務

所
、
経
済
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　

冒
頭
で
会
長
の
足
立
市
長
は
新

幹
線
駅
開
業
ま
で
1
年
8
カ
月

を
き
り
順
調
に
進
む
駅
舎
や
合
築

施
設
の
工
事
状
況
を
話
し
、「
信

越
自
然
郷
の
拠
点
と
し
て
駅
の
雰

囲
気
は
緑
の
あ
る
自
然
豊
か
な
も

の
に
し
た
い
。
ま
た
飯
山
線
の
一

層
の
活
用
を
含
め
た
利
便
性
の
高

い
二
次
交
通
網
の
整
備
も
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
24
年
度
事

業
と
決
算
報
告
に
続
き
、
平
成

25
年
度
事
業
と
予
算
が
議
決
さ

れ
、
大
阪
ま
で
の
早
期
全
線
整
備

の
促
進
や
、
新
幹
線
飯
山
駅
の
列

車
停
車
本
数
を
多
く
し
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
運
動
を

関
係
団
体
と
と
も
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
飯
山
駅
周
辺
の
北

陸
新
幹
線
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
北
陸
建
設
局
か
ら
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
の
説
明
や
、
新
幹

線
飯
山
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路

（
国
道
・
県
道
）
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
、
北
信
建
設
事
務
所
か
ら

説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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長
野
信
用
金
庫
か
ら
市
内
小
学
校
へ

             

図
書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

7
月
18
日
、
長
野
信
用
金
庫

の
原
徹
爾
理
事
長
が
長
瀬
教
育

長
を
訪
問
さ
れ
、
総
額
３
３
４
，

０
０
０
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
寄

贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
野
信
用
金
庫
の
創

立
90
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、

長
野
県
教
育
委
員
会
北
信
教
育

事
務
所
管
内
の
小
学
校
に
図
書

カ
ー
ド
を
寄
贈
す
る
と
い
う
も
の

で
、
当
日
は
市
内
８
小
学
校
を
代

表
し
て
飯
山
小
学
校
、
松
木
英
文

校
長
が
図
書
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
は
図
書
館
図
書

充
実
の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

斑
尾
高
原
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ュ
ー
ズ
が
完
成

　

ブ
ナ
や
シ
ラ
カ
バ
、
カ
ラ
マ

ツ
・
・
・
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー

石
川
弘
樹
氏
が
斑
尾
高
原
の
黄

葉
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
特
別
な

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

が
モ
ン
ト
レ
イ
ル
か
ら
発
売
と
な

り
斑
尾
高
原
観
光
協
会
か
ら
足

立
市
長
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ａ 

Ｍ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
ａ

ｏ 

Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ 

Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
靴
の

か
か
と
部
分
に
は
「
Ｍ
ａ
ｄ
ａ
ｒ

ａ
ｏ
」
の
ロ
ゴ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
飯
山
会　

平
成
25
年
度
交
流
会
を
開
催

　

7
月
28
日
、
平
成
25
年
度
の

ふ
る
さ
と
飯
山
会
の
交
流
会
が
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
足
立
市
長
を
は
じ

め
、
名
誉
市
民
の
北
澤
宏
一
さ
ん
、

長
野
県
人
会
連
合
会
専
務
理
事
、

尾
科
正
誼
さ
ん
ら
が
来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
、
総
勢
１
３
５
名
の
会

員
・
来
賓
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
飯
山
市
観
光

大
使
、「
彩
～
あ
や
な
し
～
」
の

演
舞
や
、
会
員
の
皆
様
に
よ
る
歌

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
行
っ
た
「
飯

山
産
の
農
産
物
や
、
加
工
品
等
の

販
売
」
で
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

販
売
品
を
手
に
と
り
な
が
ら
、
な

つ
か
し
い
飯
山
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
輪
に
な
っ
て
「
信
濃

の
国
」、「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱

が
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
ふ
る
さ
と
飯
山
会
総

会
の
開
催
年
で
す
。会
員
の
皆
様
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
飯
山
会

　
　
　
　
新
規
会
員
募
集
中
!!

 
詳
し
く
は
8
月
の
隣
組
回
覧

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
空
を
想
い
浮
か
べ
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
結
果

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
１
回
戦

︵
7
月
31
日
﹆鷹
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
H
球
場
︶

飯
山
北
1-

2
千
葉
敬
愛
学
園

・
陸
上
競
技
︵
7
月
30
日
か
ら
8

月
3
日
﹆
大
分
銀
行
ド
ー
ム
︶

女
子
１
０
０
ⅿ
予
選
6
組
鈴
木

12
秒
58
﹆
6
着

女
子
８
０
０
ⅿ
予
選
8
組
村
上

2
分
14
秒
65
﹆
6
着

女
子
４
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
予
選
5
組

︵
長
野
吉
田・黒
岩
﹆
小
山
﹆
内
山
﹆

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
健
闘

鈴
木
︶
48
秒
68
﹆
6
着

女
子
１
６
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
予
選
8

組
︵
長
野
吉
田
・
小
山
﹆
内
山
﹆

村
上
﹆
鈴
木
︶
3
分
50
秒
94
﹆

4
着
準
決
勝
進
出
﹆
同
準
決
勝

1
組
﹆
3
分
46
秒
50
﹆
5
着
︵
県

高
校
記
録
更
新
︶

大
阪
市
城
東
区
と
友
好
交
流
に
係
る
確
認
書
を
締
結

　

大
阪
市
と
飯
山
市
は
、
昭
和

49
年
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ス
キ
ー
姉

妹
都
市
の
提
携
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
大
阪
市
か
ら
は
市
民
ス
キ
ー
教

室
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
飯
山
市

か
ら
は
城
東
区
等
の
区
民
祭
り
に

出
店
す
る
な
ど
交
流
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
年
4
月
、
細
井

城
東
区
長
が
飯
山
市
を
訪
問
さ

れ
、
飯
山
市
と
の
交
流
を
さ
ら
に

深
め
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

飯
山
市
と
し
て
も
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
開
業
に
よ
り
大
阪
市

や
各
区
と
の
一
層
の
交
流
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
に
も
経
済
、
観
光
、

教
育
、
文
化
な
ど
一
層
の
相
互
交

流
を
図
り
、
双
方
の
更
な
る
発
展

を
目
指
す
た
め
友
好
交
流
に
係
る

確
認
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

締結した確認書を披露する月岡副市長と細井城東区長

原徹爾理事長と（左）と松木英文校長（右）

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２
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市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１

　

7
月
1
日
か
ら
31
日
の
１
ヵ
月

間
、
市
内
全
域
で
「
ご
み
減
量
推

進
月
間
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
重
点
取
組
項
目
は
、「
生

ご
み
の
減
量
」
と
「
古
紙
等
の
資

源
物
分
別
」
で
し
た
。
期
間
中
は

防
災
無
線
放
送
や
各
区
衛
生
委

員
さ
ん
に
よ
る
減
量
の
啓
発
、
休

日
資
源
物
回
収
の
実
施
、
各
区

で
の
ご
み
減
量
講
習
会
の
開
催
と

い
っ
た
家
庭
の
ご
み
減
量
推
進
の

た
め
の
取
り
組
み
に
加
え
、
事
業

所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
を

目
的
に
、
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
に
ご

み
を
持
ち
込
む
方
へ
直
接
ご
み
減

量
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
ご
家
庭
・
事
業
所
の
皆
さ
ん

前
年
比
で
３
％
の
増
加

 

「
7
月
の
ご
み
減
量
推
進
月
間
」
実
施
結
果

に
は
1
ヵ
月
間
、
特
に
意
識
し
て

ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
結
果
は
表

の
と
お
り
、
昨
年
よ
り
約
３
％
増

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
は
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
心
が
け
が
、
大
き
な
成
果
と

し
て
現
れ
ま
す
。
今
後
も
ご
み
減

量
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
市
で
は
資
源
物
を

出
す
機
会
を
な
る
べ
く
増
や
し
、

も
え
る
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
環

境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
8
月
は
1
年
の
う
ち
で
最

も
も
え
る
ご
み
の
量
が
多
い
月
で

す
。
引
き
続
き
ご
み
減
量
を
実
践

い
た
だ
き
、
例
年
以
上
に
少
な
く

な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

飯山市全体の
排出量

1 人 1日あたり
の排出量

平成 25 年 7 月 447,550kg 621g
平成 24 年 7 月 436,150kg 602g
平成 23 年 7 月 381,070kg 514g

上
下
水
道
課 

業
務
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
２
４・２
２
５・２
２
６

 

長
期
ご
不
在
時
に
は
水
道
の
閉
栓
（
休
止
）
手
続
き
を
！

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 7/24 雨 １ｍ 0.06
あ き は 保 育 園（飯山） 7/10 晴れ 地表 0.06
中 央 幼 稚 園（飯山） 7/10 晴れ 地表 0.07
め ぐ み 保 育 園（飯山） 7/10 晴れ 地表 0.09
し ろ や ま 保 育 園（飯山） 7/10 晴れ 地表 0.07
秋 津 保 育 園（秋津） 7/10 晴れ 地表 0.06
木 島 保 育 園（木島） 7/10 晴れ 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 7/10 晴れ 地表 0.06
いずみだい保育園（柳原） 7/10 晴れ 地表 0.07
常 盤 保 育 園（常盤） 7/10 晴れ 地表 0.07
と が り 保 育 園（太田） 7/10 晴れ 地表 0.06
し ら か ば 保 育 園（岡山） 7/10 曇り 地表 0.12
飯 山 小 学 校（飯山） 7/10 曇り 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津） 7/10 晴れ 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島） 7/10 晴れ 地表 0.09
東 小 学 校（瑞穂） 7/10 晴れ 地表 0.08
泉 台 小 学 校（柳原） 7/10 晴れ 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 7/10 晴れ 地表 0.06
戸 狩 小 学 校（太田） 7/10 晴れ 地表 0.05
岡 山 小 学 校（岡山） 7/10 曇り 地表 0.08

　〃 7/24 雨 １ｍ 0.07
城 南 中 学 校（飯山） 7/10 晴れ 地表 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 7/10 晴れ 地表 0.08

　7 月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値

（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。
（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

　
お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
期
間

ご
自
宅
を
離
れ
る
際
は
、
漏
水
な

ど
の
予
期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
、
ま
た
、
水
道
を
使
用
し

な
く
と
も
発
生
す
る
基
本
料
金
の

発
生
を
抑
え
る
た
め
、
閉
栓
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
印
鑑
お
よ
び
手
数

料
（
１
０
０
０
円
）
を
お
持
ち
の

う
え
、
開
栓
、
閉
栓
希
望
日
の
2

～
3
日
前
ま
で
に
上
下
水
道
課
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
役
所
1
階
窓
口
改
善

　
　
　
　
　
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
窓
口
へ

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
訪

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
行
っ

た
り
、
相
談
し
た
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
市
役
所
1
階
の
窓

口
は
、
昨
年
9
月
に
発
足
し
た
窓

８月から廃食用油と一緒に
「古着」も回収します

　
　毎月第 4 金曜日（祝日の場合は前日）の
9 時～ 11時に、市役所克雪センター前車
庫で廃食用油の回収を実施していますが、
8 月以降の回収から、古着もあわせて回収
します。出すことのできる古着の種類は、
春の古着回収と同じで、透明な袋に入れて
お持ちください。

◆ 8 月の回収日時
　　　8 月23日㈮　9：00 ～11：00

7 月のごみの量（過去 2 年と比較）

上下水道の広報のおたす
けに＜お水だんしゃく＞
デビュー

住 宅 ・ 土 地 統 計 調 査
　この調査は、５年ごとに実施している国の統計調査で、住宅及び住宅以外で人が居住す
る建物に関する実態並びに現住居以外の住宅及び土地の保有状況、その他住宅等に居住し
ている世帯に関する実態を調査し、その現状と推移を全国及び地域別に明らかにすること
により、住生活関連諸施策の基礎資料を得ることを目的とした調査です。

企画財政課 企画調整係 ☎ 62-3111 内線 395

【調査の対象】 総務大臣が指定した市内調査区内（全 92 調査区）から抽出された世帯。
【調 査 期 日】 平成 25 年 10 月 1 日現在で実施します。
【調 査 結 果】 国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成果指標の設定、耐震や防災を中心とした都市計画
　　　　　　　の策定などに幅広く利用されています。

【そ  の  他】　調査員証を携帯した調査員が世帯に伺います。お忙しいところ恐縮ですが、ご協力をお願いします。
　　　　　　   なお、調査票に記入していただいた内容は、統計の目的以外（例えば税の資料など）に使用すること
                     はありませんのでご協力をお願いします。

口
改
善
懇
話
会
に
お
い
て
、
多
く

の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
提
言
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
に
通
路
の
拡
張
や
窓
口
の
ロ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
化
な
ど
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
が
、
8
月
3
日
、
4
日

に
第
二
期
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

8
月
31
日
ま
で
に
は
す
べ
て
が
整

備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
も

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

戸籍や住民票などを発行する市民課窓口

1 階通路

1 階東側の税務課

雨天時や冬期間、床が湿っていると滑って転倒する
恐れがあるため、カーペットを敷く。

税務課窓口をお客様が利用しやすい正面玄関側に移動。

車イスの方も利用できる記載台を配備、総合案内を窓
口と一体化、ローカウンターを 2 席増設。

旧

旧

旧

新

新

このほか、税務課相談窓口としてローカウンターを 4 台増設しました。
また、1 階女子トイレの改修を行い、一部を洋便器（温水洗浄器付）化しました。

新



いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

11 市報いいやま / 13.8

地域包括支援センター ☎ 62-3111 内線 183・186

介護予防教室へのお誘い
　市では、要介護状態にならずに、いつまでも元気に生活していただくこ
とを目的に、昨年 11 月に実施した「基本チェックリスト」の結果、要支援・
要介護状態になるおそれの高い状態にある方に対し、介護予防教室を開催
しており、現在 10 月からの参加者を募集しています。
　約 320 名もの方が参加しているこの教室に参加希望の方、または現在参
加資格は無いが、心身の状態が変化し、再度「基本チェックリスト」を受
けてみたい方は、地域包括支援センターまでご相談ください。

・運動したら歩きやすくなった。
・立ち上がりが楽になった。
・寝たり起きたりが楽になった。
・教室に来てから、1 回も転ばすに
　すんでいる。
・腰の具合もいい。

【参加者からの声】

第 38 回
飯山市高齢者スポーツ大会

参加者募集

　高齢者の親睦と健康維持のため、毎年恒例の高齢者ス
ポーツ大会を開催します。
　グループや団体等でお誘いあわせのうえ、大勢の皆様
の参加をお待ちしています。

■日　　時　10 月 23 日（水）午前 9 時 30 分～ 12 時
■場　　所　飯山市民体育館
■対 象 者　市内に居住する 60 歳以上の方
　　　　　　5 人 1 チームでお申込みください
■競技内容　囲碁ボール、パン食い競争ほか
■申込締切　10 月 8 日（火）
■参 加 費　無料

飯山市老人クラブ連合会事務局 （湯の入荘内）☎ 65-3312
保健福祉課 高齢者介護保険係  ☎ 62-3111 内線 185

10

飯
山
警
察
署
交
通
課 

☎
�
０
１
１
０

　

飯
山
郵
便
局
前
の
路
上
に
白

線
で
引
か
れ
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
「
標
章
車

専
用
」
と
い
う
標
識
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
一
般
の
人
は
駐
車
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
所
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
妊
婦
な
ど
、
郵
便
局
の
駐

車
場
に
入
っ
て
停
め
る
こ
と
が
困

難
と
思
わ
れ
る
人
の
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
場
所
に
駐
車
す
る
に
は
警

察
署
に
届
け
出
て
標
章（
許
可
証
）

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

駐
車
し
た
い
人
は
標
章
（
許
可
証
）
の
交
付
を

﹁
標
章
車
専
用
﹂
ス
ペ
ー
ス
へ
の
駐
車
に
注
意

せ
ん
。
駐
車
す
る
際
に
は
、
車
外

か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
飯
山
警
察
署
交
通

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。飯山郵便局前の標章車専用標識

　障害をお持ちの方で就職をご希望の皆さん、就職面
接会を下記のとおり開催しますのでお出かけください。
　事業所の採用担当者の方とその場で直接面談がで
きます。参加事業所は約 50 社を予定しています。

○日　時　9 月26日㈭
　　　　　受　　付　12:30 ～ 13:20
　　　　　事前説明　13:20 ～ 13:40
　　　　　面 接 会    13:40 ～ 16:00
○会　場
　　メルパルク NAGANO １階ホール
　　　　　　　　　（JR 長野駅東口から徒歩 3 分）
○お問合わせ
      ハローワーク飯山までお願いします。

北信ブロック
障害者就職面接会を開催します

ハローワーク飯山 ☎ 62-8609

　

身
体
障
害
者
に
関
わ
る
課
題

等
に
つ
い
て
障
害
者
と
市
が
意
見

を
交
換
す
る
「
飯
山
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
家
族
懇
談
会
」
が
、

7
月
11
日
、
市
長
と
障
害
者
等

総
勢
34
人
が
参
加
す
る
中
、
太

田
地
区
の
民
宿
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
開
業
が
近
づ
く

新
幹
線
に
つ
い
て
、
完
成
後
の
イ

メ
ー
ジ
映
像
な
ど
を
使
っ
て
市
か

ら
説
明
し
た
ほ
か
、「
災
害
時
に

お
け
る
障
害
者
の
避
難
」、「
障
害

者
の
雇
用
促
進
」、「
障
害
者
福
祉

制
度
の
概
要
」
な
ど
、
障
害
者
を

新
幹
線
や
障
害
者
を
取
り
巻
く
課
題
な
ど

　
　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
と
市
が
意
見
交
換

取
り
巻
く
課
題
に
関
し
て
活
発
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
開
催
さ

れ
、
障
害
者
の
意
見
を
参
考
に
し

て
市
の
制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
直
接
障
害
者
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
で
は
、
懇
談
会
の
ほ
か
に
も
、

旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
協
会
へ
の
加
入
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に
市
役
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

協
会
員
募
集
中

ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安
・
高
齢
の
両
親
が
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ

知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
・
年
金
が
母
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
な
い
み
た
い
・
・
・
ど
う
し
よ
う

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
支
部    
☎
０
２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

司
法
書
士
に
よ
る
﹁
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
人
相
談
会
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
﹁
勉
強
会
﹂︵
無
料
︶
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
人
口
の
割
合
が
急
速
に
増

加
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
質
な
商
法
や
詐
欺
商

法
は
一
向
に
減
少
す
る
気
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
者
、
障

害
者
に
対
す
る
虐
待
事
例
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
は
ご
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
ご
親
族
や
擁
護
者
の
方

の
不
安
や
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
勉
強
会
で
は
「
成
年

後
見
人
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
成
年
後
見
人
制
度
の
説

明
や
必
要
性
、
実
際
の
運
用
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
無
料
で
、
申
込
は
不
要
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
9
月
13
日
㈮

　
面
談
時
間　
10
時
～
15
時

　
　
　
︵
12
時
～
13
時
昼
休
憩
︶

　
勉
強
会　
10
時
～
11
時
30
分

　
︵
講
師
：
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見

　

 

セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な  

　

 

が
の
支
部
長　
戸
田
雅
博
︶

○
場
所　
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

教室名 　　元気すいすい教室
　

　　
　　　筋力アップ教室 脳いきいき教室    　　すこやか倶楽部

教室の
特　徴

関節に負担が少ない水中運
動で、脂肪を燃焼させ、筋
肉を鍛えます。

トレーニング機器を使用し
下半身の筋力アップや持久
力を高めます。

よく笑い、よく話すことで
認知症や閉じこもりを予防
します。

運動器の機能向上や関節痛
に効果のある運動を指導し
ます。

指導内容 運動器向上 運動器向上・栄養改善
口腔機能改善

認知症・閉じこもり予防
栄養改善・口腔機能改善

運動器向上・栄養改善
口腔機能改善

会　場 中野市ながでんハートネット
駅前健康ぷらざ 飯山市保健センター ケアセンター湯の入 ケアセンター湯の入

回　数 18 回（週１回程度） 16 回（週 1 回程度） 20 回（週 1 回程度） 12 回（月 2 回程度）

期　間 10 ～ 3 月 10 ～ 3 月 10 ～ 3 月 10 ～ 3 月

時　間 月曜日　10：00 ～ 12：00
水曜日　13：30 ～ 15：30

月・木・金曜日
10：00 ～ 11：30

火～土曜日
9：30 ～ 14：00

土曜日
13：00 ～ 15：30

送　迎 要相談 あり あり あり

参加費 1 回 700 円 1 回 300 円（別途教材費） 1 回 700 円（昼食 ･ 入浴含） 1回 300円（入浴含・別途教材費）

定　員 2 教室　各 10 名 3 教室　各 15 名 6 教室　各 22 名 2 教室　各 20 名

　　元気すいすい教室　　元気すいすい教室 　　　筋力アップ教室筋力アップ教室    　　すこやか倶楽部脳いきいき教室脳いきいき教室
水中ウォーキング

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　市では、市営住宅について、下記のとおり補充入居者を募集
します。申込方法、入居資格など詳しくは、いいやま住んでみ
ません課までお問合わせください。

【募集団地・戸数】
○一般募集
　・曙町団地　　　　　　　　　 １戸
　・福寿町団地高齢者専用　　　 １戸
　・地域特別賃貸住宅（野坂田）　1 戸
○随時募集
　・水上団地　　　　　　　　 　１戸

【募集受付期間】（土日祝祭日を除く）
　8 月 26 日㈪ ～ 9 月 6 日㈮　( 受付時間 8：30 ～ 17：15)
※随時募集は、当分の間受付し、定員になり次第締め切ります。

【一般募集の選考方法について】
申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします。
抽選の日時： 9 月 17 日㈫ 10：00 ～　
                  市役所 4 階　第 1 委員会室

市営住宅入居者募集

地域特別賃貸住宅（野坂田）
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　第 38 回とがり夏まつりが JR 戸狩野沢温泉駅西口広場で
開催されました。この日は、午後からあいにくの空模様で、
子どもみこしや子ども山車は雨の中で行われましたが、ス
テージショーが始まった午後 6 時頃にはすっかり雨もあが
り、過ごしやすい中でのイベントとなりました。
　特設ステージの横では新幹線飯山駅開業を盛り上げるた
め、ミニ SL も走り、順番待ちの子どもたちが行列を作って
いました。
　ステージショーでは、スイングバードオーケストラによる
演奏や、地元とがり保育園のお遊戯などが行われました。ま
た、白鳥バレエ学園のエアロビクスダンスショーでは、この
日、かけつけた長野県観光 PR キャラクターのアルクマと戸
狩温泉スキー場のキャラクターのとが坊が会場の子どもた
ちとコラボレーションし、ダンスに挑戦しました。
　フィナーレの花火の後に、とがり夏まつり実行委員長の足
立本光さんにお話を伺ったところ、「雨の影響をたいへん心
配しましたが、例年並みかそれより少し多いお客様にお越し
いただいて嬉しかった。ホッとしました。」と胸をなでおろ
していました。

　第 38 回とがり夏まつりが JR 戸狩野沢温泉駅西口広場で

通信
月
刊 通信市内のできごと

7 月 28 日　市内千曲川流域

いかだで川下り
　秋津ふるさとづくり委員会第 17 回千曲川・川遊び
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～信越自然郷シンポジウム開催～
　「九州新幹線の開通に学ぶ」

7 月 25 日　斑尾高原ホテル

戸狩野沢温泉駅西口広場がにぎやかに　
　第 38 回とがり夏まつり開催

7 月 27 日　JR 戸狩野沢温泉駅西口広場

　身近な千曲川の水質や周辺の環境を身をもって体験し、千
曲川と共存していくことの大切さを自らの体験により知っ
てもらおうと秋津ふるさとづくり委員会が主催する「第 17
回千曲川・川遊び」が開催され、参加した 7 チームがいか
だで千曲川を下りました。
　8 時から行われた開会式で、来賓の月岡副市長は川の景色
と言っても、外から見る景色と、川から見る景色は大いに違
う、見方を変えるといろいろなものの考え方ができるという
ことを学んでほ
しいと、参加し
た小学生にエー
ルを贈りました。
　例年、古牧橋
下流域をスター
トし柏尾カヌー
ポートを目指し
て い ま し た が、
今年は中央橋上

流域 400㍍の飯山カヌーポートがスタート地点で、湯滝温泉
下にある湯滝カヌーポートを目指しました。
　8 時 30 分 に
飯山カヌーポー
トを次々に出航
した参加チーム
は、川の流れに
乗り 10 時過ぎ
に休憩地点であ
る柏尾に到着、
一休みしてお昼
前には全艇ゴールしました。
　開会式で安全宣言も行った、秋津小学校 6 年生の宮本靖
宝君は、これまで 5 回程、参加しているということで、「去
年まではなかった区間を航行するのが、スリルがあってお
もしろかった」と話してくれました。チームの子たちは皆、
川の中に入ったとのことですが、この日は慣れると気持ち
良い水温だったということです。

常盤大橋付近の様子

飯山カヌーポートを出航

店名 上町 本町 肴町 愛宕町 伊勢町
塩屋 1 2 1 2
油屋 2 1 1 1
桶屋 5
米屋 2 1 1

鍛冶屋 1 1 2
そば切屋 3

糀屋 1 1
布屋 2

ぬしや 1 1
研屋 1 1
穀屋 1
糸屋 1
綿屋 1

やくわんや 1
鍵屋 1
釘屋 1
炭屋 1
薬屋 1
扇屋 1
袋屋 1
質屋 1
萬屋 1
鞘師 1
石屋 1
紺屋 1 1
鞍屋 1

鋳物師 1
計 28 9 3 5 8

城の見た夢
飯山城の歴史探訪

The 450 Anniversary
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飯山城下町絵図（松平時代）

上町

この絵図には町
屋は記載されて
いませんが、上
町・下町（本町）・
肴町・愛宕町・
伊勢町の道沿い
に町屋が軒を連
ねていきます。

上町本町

肴町 愛宕町

伊勢町
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元禄時代の販売品目が明らかな店（軒数）

（元禄 11 年「飯山城下町屋敷検地帳」より）

享保 3 年までには本町に市神が祀られていました
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朝
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柳
原
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泉
台
小
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◆
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催　
飯
山
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◆
住
民
参
加
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等

・ 
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・ 
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験
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急
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飲
料
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・ 

消
火
器
取
り
扱
い
訓
練

　北陸新幹線北信広域建設推進協議会の総会後、斑尾高原ホ
テルを会場に「九州新幹線の開通に学ぶ」をテーマに信越自
然郷シンポジウムが開催されました。
　シンポジウムは、信越 9 市町村広域観光連携会議、北陸
新幹線北信広域建設推進協議会、新幹線飯山駅開業実行委員
会が主催、「観光をはじめ地域振興に新幹線をどう活かすか」
を新幹線開業から 2 年を経過した九州新幹線の実績から学
ぼうと企画したものです。
　講師に JR 九州鉄道事業本部営
業担当部長の渡邉太志氏を迎え、
講演では「開業チャンスを活かす
ために」地域と一体になった JR
九州の戦略が報告されました。
　新幹線を「縦軸に」在来線を「横軸」にして観光事業を展
開する JR 九州の先進的な取り組みは、各種報道を通じて盛
んに紹介されていますが、九州各地方の物語に添った観光列
車の運行、コンセプトにこだわり、斬新で豊富なアイディア
を形にした車両デザイン、観光客を迎える土壌づくり、それ
ぞれに住民とのつながりや地域性を最大限に活かしているの
が最大の特徴です。
　講演の終わりに上映された九州新幹線開業のテレビ CM
は、会場の聴講者に感動を与えました。走る新幹線に向かっ
て、沿道や建物の屋上から、手を振る人々。カンヌ国際広告
祭で金賞を受賞した作品です。「九州はひとつ」画面を通じ、
撮影に参加した数万人の嬉しさが率直に伝わってきました。
　新幹線開業の喜びを、沿線住民みんなで共有し気運を盛り
上げていく。それが新幹線を活かすための取り組みのポイン
トと言えそうです。
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　このコーナーでは、平成 27 年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る
ことを目的に飯山市と観光交流都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力を感じていた
だき、新幹線開業を前に訪れてみてはいかがでしょうか。

観光交流都市情報
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IYUKINO
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広域情報 かわら版みゆき野  
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富山県 魚津市 石川県 七尾市

　食を通じた地域活
性化イベント「とや
ま グ ル メ ラ ン ド in
うおづ」が開催され
ます。とやまグルメ
ランド実行委員会が
主催で富山県内各地
で開催されています
が、今年は初めて魚
津で開催されます。
　まちおこしを目的
に 開 発 さ れ た 新 メ
ニューや、長く地域
で愛されている郷土
料理など、多彩な味
覚が堪能できるイベ

とやまグルメランド in うおづ 開催

ントですので、大勢の方のお越しをお待ちしております。
◆日時　9 月 21 日㈯～ 22 日㈰　10:30 ～ 16:00
◆会場　魚津市三ケ  ミラージュランド
　　　　（富山地方鉄道 西魚津駅から徒歩 11 分）　　　
　　　　（ＪＲ北陸本線 魚津駅から車で 10 分）　　　　
◆お問合わせ　とやまグルメランド in うおづ実行委員会
　　　　　　　 事務局（魚津市商工観光課観光係）
                      ☎　0765-23-1025

　スペインの立ち飲み居酒屋「バル（BAR）」をモデルに
したイベントで、共通チケットで複数の飲食店を回って立
ち飲みを楽しんで頂きます。参加店舗でチケット１枚を
渡せば、バル街限定のつまみやスイーツ 1 品と飲み物１
杯を味わうことが出来ます。チケットは５枚つづりで前売
り 3,500 円（当日 4,000 円）。チケットは移動のタクシー
代や提携しているホテルの宿泊費にも充てることが可能で
す。

◆日時　９月 28 日㈯　11：00 ～ 24：00
◆お問合わせ　魚津市観光協会　☎ 0765-22-1200　　　
　　　　　　　 http：www.uozu-kanko.jp/uozu-bar/

七尾城まつり 開催

長野市交響楽団がやってくる!!

県民コンサート in 泉台小学校
　10 月6日㈰　泉台小学校 体育館
  13:30 開場　14:00 開演（2 時間程度）
  入場無料

飯山市公民館　☎ 62-3342

県民コンサートは長野県県民芸術祭の一環として行われ
る演奏会です。今年は泉台小学校で長野市交響楽団と
みゆき野吹奏楽団などによる合同演奏会が行われます。

※ 駐車スペースに限りがございます。
　 できるだけ乗合でお越しください。
※ スリッパと座布団はご持参ください。

◆日時　9 月 14 日㈯～ 15 日㈰
◆会場　七尾市古城町 七尾城跡、七尾サンライフプラザ他
　　　　（JR 七尾線 七尾駅から車で 15 分）
◆お問合わせ　矢田郷公民館     ☎　0767-52-5240

　日本各地で創作活動
されている筑井孝子さ
んと筑井氏に師事し、
群馬県を中心に活動さ
れている小島千佳さん・
こばやしえみこさん・真
塩喬子さんが描いた、
風景やイラスト、野沢
温泉を題材にした作品
などを展示しています。
ぜひご覧ください。

○会場、お問合わせ：おぼろ月夜の館　☎ 85-3839
○開館時間：9:00 ～16:30
○休館日：毎週月曜日（祝祭日の場合は火曜日）
○展示期間：平成 25 年 9 月1日まで
○入館料：大人 300 円　小中学生150 円

　７月10 日㈬震災からの復興へ向け、村民の総合的な支
援を行う窓口「総合サポートセンター」が、栄村社会福祉
協議会内に開設されました。

村民の総合的な支援を行う窓口
総合サポートセンターを開設

　このセンター
は震災復興計画
に基づき設置さ
れたもので、村
民から寄せられ
た 相 談 に 対し、
役場の担当課や
ボランティアと
の調整、村民へ
のアドバイスなど、きめ細やかな対応を行います。さらに
今後は復興支援員を配置して、各集落での復興支援活動も
進める計画です。
総合サポートセンター（栄村社会福祉協議会内事務局内）
☎ 87-3450

　４月に農村を学ぶ拠点施設として開館した農村交流
館、その館内に７月「ふるさと資料館」がオープンしま
した。見どころは、渦巻 ( うずまき ) 文装 ( もんそう )
飾付 (しょくつき ) 鉄 ( てっ) 剣 ( けん )をはじめとする
根塚遺跡の出土品、和算の資料や昔の農具や生活具等
を展示しています。全国的に貴重なものから、なつかし
の品々をご覧に是非お出かけください。

木島平村の歴史と文化と生活を集約
「ふるさと資料館」がオープンしました

野沢温泉を題材にした作品を展示
筑井孝子とゆかいな仲間 PartⅠ

○開館時間　
       9:00 ～17:00
○休館日
   　月曜日（祝日の場合は翌日）
○入館料　無料
○お問合わせ
  　農村交流館　電話 82-2041

うおづバル街　開催

　日本 100 名城にも選ばれ、中世５大山城の一つにも数
えられる七尾城の往時を偲び、本丸跡で剣舞、太鼓、ち
びっこ演技などの奉納演舞、お茶会、歴史探訪など多彩
な行事が催され、100 人を超す参加者が朗吟を競う全国
詩吟大会も行われます。また七尾城址ラリーも開催され、
萩や尾花など秋の七草が彩を添える城山を散策できます。
ぜひお越しください。

8 月 1 日付　飯山市人事異動のお知らせ
関口 幸仁　新：総務部企画員（信州いいやま観光局派遣）旧：
会計課経理係長
近藤 良一　新：総務部企画員（信州いいやま観光局派遣を解く）
丸山 英記　新：総務部税務課市民税係長旧：教育部学習支
援課図書館係長
伊藤 靖行　新：会計課課長補佐（経理係長兼務）旧：税務
課市民税係長
月岡 伸太郎　新：教育部学習支援課文化振興係長（図書館
係長兼務）旧：学習支援課文化振興係長

長野市交響楽団からのメッセージ
  多くの方々に音楽をお届けしたい！と始まったコンサート
企画です。ホールまで演奏会にお越しいただければ嬉し
いですが、長野県はと～っても広く、なかなか気軽にお
出かけいただくには難しい場所もあります。それなら、楽
団が行こうじゃないか！！それが話の始まりでした。
　今年は1981年の第２回目から 32 年ぶりに飯山市での
演奏となります。
　地元の小学生、音楽団体さんなどとコラボレーションし
たり、会場の皆さんに参加していただいたりと、みなさん
のキラキラとした目が、いつも印象的です。
　私たちがお届けする音楽で、会場の皆様がハッピーな
気持ちになっていただけたら！！” 音楽 ” が、子供たちの
生涯の友の一つとなるキッカケになってくれたら！！私ど
もの、この上ない喜びです。
　皆様ご都合を付け気軽にお越しください。




